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11. 終わりに 
 

日本は2007年、2008年に4つの世界大会に出場して、

世界のサッカーを経験し、目指すべき方向性が明確になり

ました。 

なでしこジャパンの佐々木監督は、「攻守にアクションする

サッカー」を掲げ、日本人の特長を活かし、北京オリンピック

でベスト 4 を達成しました。ユース年代の代表もテクニックに

おいて世界のトップレベルにあることを証明し、将来への希

望が見えたと思います。 

しかし、北京オリンピック 3位決定戦の後、キャプテンの池

田選手はこう話しました。 

「私たちは最後に勝ち取る術を知らない、未熟さを感じまし

た。世界のトップの国は、勝つ術を知っている。」 

我々は進歩しているが未熟、「なでしこビジョン」を実現に

はまだまだあらゆる部分でのレベルアップが必要です。 

2015 年にトップ 5 になるには、ドイツ・アメリカ・ブラジルな

ど世界の強豪に勝つ実力をつけなければなしえません。とい

うことは、常に世界のトップを目指して取り組まなくてはならな

い、2015 年ワールドカップ・2016 年オリンピックで、「世界

で ”金” のなでしこになる。」ことを目標に取り組まなくてはな

らないのです。 

それを実現することは簡単ではありませんが、金の卵、金

色のなでしこの種とも言える10歳から15歳の選手たちの育

成から着実に努力し、日本人のストロングポイントを伸ばすこ

とで、丌可能ではないと確信しています。 
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